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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力電圧と参照電圧の伝達を受けて前記入力電圧と前記参照電圧の差に対応して出力が
決定される比較器において、
　第１制御信号がオンであり前記第１制御信号に対して逆相の第２制御信号がオフの時の
み、前記入力電圧に対応する電圧を保存する第１キャパシタと、
　前記第１制御信号がオフであり前記第２制御信号がオンの時のみ、前記第１キャパシタ
に保存された電圧とフィードバック電圧とに対応して動作する少なくとも一つのインバー
タを含む増幅部と、
　前記増幅部から出力される電圧と前記参照電圧とに基づいて前記フィードバック電圧を
生成して、前記増幅部に伝達される電圧を調節する負帰還部と、
　前記増幅部の出力の伝達を受けて出力する出力部と、
　を含み、
　前記第１制御信号がオフであり前記第２制御信号がオンの時のみ、前記フィードバック
電圧は、前記出力部が前記増幅部の出力の伝達を受けて出力する時に前記第１キャパシタ
を通じて前記増幅部の入力に伝達されることを特徴とすることを特徴とする比較器。
【請求項２】
　前記負帰還部は、
　前記インバータの出力信号の伝達を受けて、前記参照電圧と前記インバータの出力電圧
に対応した所定の電圧を保存し、
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　前記第１キャパシタの前記入力電圧が印加される側の端子と連結されて前記第１キャパ
シタに保存された電圧を変動させる第２キャパシタを含み、
　前記第２キャパシタは、第１端子および第２端子を備え、
　前記第２キャパシタの第１端子は、前記増幅部の出力に連結されることを特徴とする請
求項１に記載の比較器。
【請求項３】
　前記入力電圧が入力される第１入力端と第１キャパシタとの間に連結されて前記入力電
圧をスイッチングして前記第１キャパシタに伝達する第１スイッチと、
　前記参照電圧が入力される第２入力端と前記第２キャパシタの第２端子との間に連結さ
れた第２スイッチと、
　前記第２キャパシタの第２端子と前記第１キャパシタの前記入力電圧が印加される側の
端子との間に連結された第３スイッチと、
　をさらに含むことを特徴とする請求項２に記載の比較器。
【請求項４】
　前記増幅部は、
　少なくとも２個のインバータを含み、
　前記インバータとインバータの間に第３キャパシタが連結されて前記インバータ間の閾
値電圧の差を保存することを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の比較器。
【請求項５】
　一端が前記第３スイッチと前記第１キャパシタとの間に連結され、他端が接地される第
４キャパシタを含むことを特徴とする請求項３または４に記載の比較器。
【請求項６】
　一端が前記第１キャパシタと前記インバータの間に連結され、他端が接地される第４キ
ャパシタを含むことを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の比較器。
【請求項７】
　前記出力部は、
　前記参照電圧と前記入力電圧の差が負であればハイレベルの信号を出力し、
　前記参照電圧と前記入力電圧の差が正であればローレベルの電圧を出力することを特徴
とする請求項１～６のいずれか１項に記載の比較器。
【請求項８】
　前記第１及び第２スイッチが第１制御信号によってスイッチング動作を遂行することに
より、前記第１キャパシタに前記入力電圧に対応する電圧を保存し、
　前記第３スイッチが前記第１制御信号に対して逆相の第２制御信号によってスイッチン
グ動作を遂行することを特徴とする請求項３～７のいずれか１項に記載の比較器。
【請求項９】
　第１クロックと第２クロックに同期してコンデンサーに電荷を充電して入力電圧より高
い電圧または低い電圧を生成するチャージポンプと、
　前記チャージポンプの出力に基づいて生成される入力電圧と、参照電圧との伝達を受け
て前記入力電圧と前記参照電圧の差に対応して出力が決定される比較器であって、
　第１制御信号がオンであり前記第１制御信号に対して逆相の第２制御信号がオフの時の
み、前記入力電圧に対応する電圧を保存する第１キャパシタと、
　前記第１制御信号がオフであり前記第２制御信号がオンの時のみ、前記第１キャパシタ
に保存された電圧とフィードバック電圧とに対応して動作する少なくとも一つのインバー
タを含む増幅部と、
　前記増幅部から出力される電圧と前記参照電圧とに基づいて前記フィードバック電圧を
生成して、前記増幅部に伝達される電圧を調節する負帰還部と、
　前記増幅部の出力の伝達を受けて出力する出力部を含み、
　前記第１制御信号がオフであり前記第２制御信号がオンの時のみ、前記フィードバック
電圧は、前記出力部が前記増幅部の出力の伝達を受けて出力する時に前記第１キャパシタ
を通じて前記増幅部の入力に伝達される、比較器と、を備え、
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　前記第１クロックとして前記比較器の出力信号の反転信号が使用され、第２クロックと
して前記比較器の出力信号が使用される、ＤＣ－ＤＣコンバータ。
【請求項１０】
　前記負帰還部は、
　前記インバータの出力信号の伝達を受けて、前記参照電圧と前記インバータの出力電圧
に対応した所定の電圧を保存し、
　前記第１キャパシタの前記入力電圧が印加される側の端子と連結されて前記第１キャパ
シタに保存された電圧を変動させる第２キャパシタを含み、
　前記第２キャパシタは、第１端子および第２端子を備え、
　前記第２キャパシタの第１端子は、前記増幅部の出力に連結されることを特徴とする請
求項９に記載のＤＣ－ＤＣコンバータ。
【請求項１１】
　前記入力電圧が入力される第１入力端と第１キャパシタとの間に連結されて前記入力電
圧をスイッチングして前記第１キャパシタに伝達する第１スイッチと、
　前記参照電圧が入力される第２入力端と前記第２キャパシタの第２端子との間に連結さ
れた第２スイッチと、
　前記第２キャパシタの第２端子と前記第１キャパシタの前記入力電圧が印加される側の
端子との間に連結された第３スイッチと、
　をさらに含むことを特徴とする請求項１０に記載のＤＣ－ＤＣコンバータ。
【請求項１２】
　前記増幅部は、
　少なくとも２個のインバータを含み、
　前記インバータとインバータの間に第３キャパシタが連結されて前記インバータ間の閾
値電圧の差を保存することを特徴とする請求項９～１１のいずれか１項に記載のＤＣ－Ｄ
Ｃコンバータ。
【請求項１３】
　一端が前記第３スイッチと前記第１キャパシタの間に連結され、他端が接地される第４
キャパシタを含むことを特徴とする請求項１１～１２のいずれか１項に記載のＤＣ－ＤＣ
コンバータ。
【請求項１４】
　一端が前記第１キャパシタと前記インバータの間に連結され、他端が接地される第４キ
ャパシタを含むことを特徴とする請求項９～１２のいずれか１項に記載のＤＣ－ＤＣコン
バータ。
【請求項１５】
　前記出力部は、
　前記参照電圧と前記入力電圧の差が負であればハイレベルの信号を出力し、
　前記参照電圧と前記入力電圧の差が正であればローレベルの電圧を出力することを特徴
とする請求項９～１４のいずれか１項に記載のＤＣ－ＤＣコンバータ。
【請求項１６】
　前記第１及び第２スイッチが第１制御信号によってスイッチング動作を遂行することに
より、前記第１キャパシタに前記入力電圧に対応する電圧を保存し、
　前記第３スイッチが前記第１制御信号に対して逆相の第２制御信号によってスイッチン
グ動作を遂行することを特徴とする請求項１１～１５のいずれか１項に記載のＤＣ－ＤＣ
コンバータ。
【請求項１７】
　データ信号と走査信号に対応して画像を表示する画素部と、
　前記画素部にデータ信号を伝達するデータ駆動部と、
　前記画素部に走査信号を伝達する走査駆動部と、
　前記画素部、前記データ駆動部及び前記走査駆動部に電源を伝達するＤＣ－ＤＣコンバ
ータを含み、
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　前記ＤＣ－ＤＣコンバータは、
　第１クロックと第２クロックに同期してコンデンサーに電荷を充電して入力電圧より高
い電圧または低い電圧を生成するチャージポンプと、
　前記チャージポンプの出力に基づいて生成される入力電圧と、参照電圧との伝達を受け
て前記入力電圧と前記参照電圧の差に対応して出力が決定される比較器であって、
　第１制御信号がオンであり前記第１制御信号に対して逆相の第２制御信号がオフの時、
前記入力電圧に対応する電圧を保存する第１キャパシタと、
　前記第１制御信号がオフであり前記第２制御信号がオンの時、前記第１キャパシタに保
存された電圧とフィードバック電圧とに対応して動作する少なくとも一つのインバータを
含む増幅部と、
　前記増幅部から出力される電圧と前記参照電圧とに基づいて前記フィードバック電圧を
生成して、前記増幅部に伝達される電圧を調節する負帰還部と、
　前記増幅部の出力の伝達を受けて出力する出力部と、
　を含み、
　前記第１制御信号がオフであり前記第２制御信号がオンの時、前記フィードバック電圧
は、前記出力部が前記増幅部の出力の伝達を受けて出力する時に前記第１キャパシタを通
じて前記増幅部の入力に伝達される、比較器と、を備え、
　前記第１クロックとして前記比較器の出力信号の反転信号が使用され、第２クロックと
して前記比較器の出力信号が使用される、有機発光表示装置。
【請求項１８】
　入力電圧と参照電圧の伝達を受けて前記入力電圧と前記参照電圧の差に対応して出力が
決定される比較器において、
　第１及び第２インバータと、
　一端が前記第１インバータの入力に連結され、他端が第１スイッチを介して前記入力電
圧に連結される第１キャパシタと、
　一端が前記第２インバータの出力に連結され、他端が第２スイッチを介して前記前記参
照電圧に連結される第２キャパシタと、
　前記第１インバータの出力と前記第２インバータの入力との間に連結される第３キャパ
シタと、
　前記第１キャパシタの他端と前記第２キャパシタの他端とを連結する第３スイッチと、
　前記第２インバータの出力を反転して出力する第３インバータと、
　前記第２インバータの出力と前記第３インバータの入力とを連結する第４スイッチと、
　を備え、
　前記第１及び第２スイッチが、第１制御信号によってスイッチング動作を遂行すること
により、前記第１キャパシタに前記入力電圧に対応する電圧を保存し、前記第２キャパシ
タに前記参照電圧に対応する電圧を保存し、
　前記第３及び第４スイッチが、前記第１制御信号に対して逆相の第２制御信号によって
スイッチング動作を遂行することにより、前記第２インバータの出力が前記第３インバー
タの入力に伝達され、前記第２キャパシタの電圧が前記第１キャパシタに伝達されること
特徴とする比較器。
【請求項１９】
　前記第１インバータの入力と出力とを連結する第５スイッチと、
　前記第２インバータの入力と出力とを連結する第６スイッチと、
　をさらに含み、
　前記第５及び第６スイッチが、第１制御信号によってスイッチング動作を遂行すること
を特徴とする請求項１８に記載の比較器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は比較器、ＤＣ－ＤＣコンバータ、及びこれらを利用した有機発光表示装置
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に関し、より詳細には、入力された電圧と参照電圧を比較し、その比較結果によって電圧
を出力する比較器、ＤＣ－ＤＣコンバータ、及びこれらを利用した有機発光表示装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　図１は、従来の技術による比較器を示す回路図である。
【０００３】
　図１を参照して説明すれば、比較器は入力部と第１、２、及び３インバータを含む。
【０００４】
　入力部は、入力電圧Ｖｉｎの伝達をスイッチングする第１スイッチＳＷ１と参照電圧Ｖ
ｒｅｆの伝達をスイッチングする第２スイッチＳＷ２を具備する。
【０００５】
　第１インバータは、ＰＭＯＳトランジスタである第１トランジスタＭ１とＮＭＯＳトラ
ンジスタである第２トランジスタＭ２を具備して第１電源Ｖｄｄが第１トランジスタＭ１
のソースに連結されてハイレベルの電圧を出力し、第２トランジスタＭ２はソースが接地
ＧＮＤに連結されてローレベルの電圧を出力する。そして、第１ノードＮ１を通じて第１
キャパシタＣ１と第３スイッチＳＷ３が連結される。
【０００６】
　第２インバータは、ＰＭＯＳトランジスタである第３トランジスタＭ３とＮＭＯＳトラ
ンジスタである第４トランジスタＭ４を具備して第１電源Ｖｄｄが第３トランジスタＭ３
のソースに連結されてハイレベルの電圧を出力し、第４トランジスタＭ４のソースに接地
が連結されてローレベルの電圧を出力する。そして、第２インバータは第２キャパシタＣ
２を通じて第１インバータと連結されて第２ノードＮ２を通じて第２キャパシタＣ２、第
４スイッチＳＷ４、第３及び第４トランジスタＭ３及びＭ４のソースが連結される。
【０００７】
　第３インバータは、ＰＭＯＳトランジスタである第５トランジスタＭ５とＮＭＯＳトラ
ンジスタである第６トランジスタＭ６を具備して第１電源Ｖｄｄが第５トランジスタＭ５
のソースに連結されてハイレベルの電圧を出力して第６トランジスタＭ６のソースに接地
が連結されてローレベルの電圧を出力する。
【０００８】
　図２は図１に示された回路の入出力波形を示す波形図である。
【０００９】
　図２を参照して説明すれば、比較部の入力端子に入力される入力電圧Ｖｉｎは、電圧レ
ベルの変動があり、参照電圧Ｖｒｅｆと比較する。そして、第１ないし第５スイッチＳＷ
１ないしＳＷ５は、第１制御信号Ｐ１と第２制御信号Ｐ２によってスイッチング動作を遂
行し、第１、３及び４スイッチＳＷ１、ＳＷ３、ＳＷ４は、第１制御信号Ｐ１によって動
作して第２及び５スイッチＳＷ２、ＳＷ５は第２制御信号Ｐ２によって動作する。
【００１０】
　まず、第１制御信号Ｐ１と第２制御信号Ｐ２によって第１、３及び４スイッチＳＷ１、
ＳＷ３、ＳＷ４がオン状態になって、第２及び第５スイッチＳＷ２、ＳＷ５がオフ状態に
なれば、第１キャパシタＣ１に入力電圧Ｖｉｎが伝達され、第２キャパシタＣ２には第１
インバータと第２インバータの閾値電圧の差にあたる電圧が保存される。
【００１１】
　そして、第１制御信号Ｐ１と第２制御信号Ｐ２によって第１、３及び４スイッチＳＷ１
、ＳＷ３、ＳＷ４がオフ状態になって、第２及び第５スイッチＳＷ２、ＳＷ５がオン状態
になれば、第１キャパシタＣ１に参照電圧Ｖｒｅｆが伝達されて入力電圧Ｖｉｎと参照電
圧Ｖｒｅｆが比較される。
【００１２】
　この時、入力電圧Ｖｉｎが参照電圧Ｖｒｅｆよりさらに大きい場合、第３インバータの
出力端はローレベルの電圧を出力し、入力電圧Ｖｉｎが参照電圧Ｖｒｅｆより低い場合、



(6) JP 5341307 B2 2013.11.13

10

20

30

40

50

第３インバータの出力端はハイレベルの電圧を出力する。
【００１３】
　上記のように構成された比較器は、第１キャパシタＣ１に参照電圧Ｖｒｅｆと入力電圧
Ｖｉｎの差に対応して出力電圧が決定されるが、参照電圧Ｖｒｅｆと入力電圧Ｖｉｎの差
が大きくない場合、参照電圧Ｖｒｅｆと入力電圧Ｖｉｎの差が大きい場合より出力電圧が
ハイレベルまたはローレベルに変わるのに長い時間がかかるという問題点がある。
【００１４】
　そして、上記のような問題点を解決するためには、上記のように構成された場合、キャ
パシタの容量が大きくなければならないという問題点があり、これによって電流の消耗量
が大きくなって消費電力が大きくなるという問題点がある。
【００１５】
　前記従来のＤＣ－ＤＣコンバータ及びこれを利用した有機発光表示装置に関する技術を
記載した文献としては、下記特許文献１および２等がある。
【特許文献１】米国特許第６，８６１，８７８Ｂ２号明細書
【特許文献２】米国特許第６，３７３，３２５Ｂ１号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　本発明は前記従来技術の問題点を解決するために創出されたもので、本発明の目的は信
号の応答特性がよくなるようにして消費電力を減らすようにした比較器、ＤＣ－ＤＣコン
バータ、及びこれらを利用した有機発光表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　前記目的を果たすための本発明による第１側面は、入力電圧と参照電圧の伝達を受けて
前記入力電圧と前記参照電圧の差に対応して出力が決定される比較器において、第１制御
信号がオンであり前記第１制御信号に対して逆相の第２制御信号がオフの時のみ、前記入
力電圧に対応する電圧を保存する第１キャパシタと、前記第１制御信号がオフであり前記
第２制御信号がオンの時のみ、前記第１キャパシタに保存された電圧とフィードバック電
圧とに対応して動作する少なくとも一つのインバータを含む増幅部、前記増幅部から出力
される電圧と前記参照電圧とに基づいて前記フィードバック電圧を生成して、前記増幅部
に伝達される電圧を調節する負帰還部、及び前記増幅部の出力の伝達を受けて出力する出
力部を含み、前記第１制御信号がオフであり前記第２制御信号がオンの時のみ、前記フィ
ードバック電圧は、前記出力部が前記増幅部の出力の伝達を受けて出力する時に前記第１
キャパシタを通じて前記増幅部の入力に伝達される比較器を提供する。
【００１８】
　本発明の第２側面は、第１クロックと第２クロックに同期してコンデンサーに電荷を充
電して入力電圧より高い電圧または低い電圧を生成するチャージポンプと、前記チャージ
ポンプの出力に基づいて生成される入力電圧と参照電圧との伝達を受けて前記入力電圧と
前記参照電圧の差に対応して出力が決定される比較器を含み、前記比較器は前記第１側面
による比較器であるＤＣ－ＤＣコンバータを提供する。
【００１９】
　本発明の第３側面は、データ信号と走査信号に対応して画像を表示する画素部、前記画
素部にデータ信号を伝達するデータ駆動部、前記画素部に走査信号を伝達する走査駆動部
及び前記画素部、前記データ駆動部及び前記走査駆動部に電源を伝達するＤＣ－ＤＣコン
バータを含むが、前記ＤＣ－ＤＣコンバータは前記第２側面によるＤＣ－ＤＣコンバータ
である有機発光表示装置を提供する。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明による比較器、ＤＣ－ＤＣコンバータ、及びこれらを利用した有機発光表示装置
によれば、インバータに入力される電圧に変化を加えて出力電圧が変わる程度をさらに大
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きくして応答速度をさらに早くすることができる。また、入出力部が動作しない場合、イ
ンバータ回路を遮断して電流の流れを遮断し、消費電力を減少させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、本発明の実施例を添付した図面を参照して説明する。
【００２２】
　図３は、本発明による有機発光表示装置の構造を示す構造図である。
【００２３】
　図３を参照して説明すれば、有機発光表示装置は、画素部１００、データ駆動部２００
、走査駆動部３００、及びＤＣ－ＤＣコンバータ４００を具備する。
【００２４】
　画素部１００は、複数のデータ線Ｄ１ないしＤｍと複数の走査線Ｓ１ないしＳｎが交差
してデータ線Ｄ１ないしＤｍと走査線Ｓ１ないしＳｎが交差する領域に画素１１０が形成
され、画素１１０はデータ線Ｄ１ないしＤｍを通じて伝達されるデータ信号と走査線Ｓ１
ないしＳｎを通じて伝達される走査信号に対応して階調を表現して画像を表現する。
【００２５】
　データ駆動部２００は、複数のデータ線Ｄ１ないしＤｍと連結されて複数のデータ線に
並列でデータ信号を伝達して画素部１００の行方向に配列された画素列に同時にデータ信
号が伝達されるようにする。
【００２６】
　走査駆動部は、複数の走査線Ｓ１ないしＳｎと連結されて走査信号が伝達された画素１
１０にデータ信号が伝達されるようにして特定の画素１１０にデータ信号が伝達されるよ
うにする。
【００２７】
　ＤＣ－ＤＣコンバータ４００は、外部から伝達される直流電源をそれぞれの負荷に適す
る直流電源に調節して各負荷に伝達するもので、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００から生成さ
れた直流電源は、画素部１００、データ駆動部２００、及び走査駆動部３００などに伝達
される。
【００２８】
　図４は、図３に示された有機発光表示装置に採用されたＤＣ－ＤＣコンバータの構造図
である。図４を参照して説明すれば、ＤＣ－ＤＣコンバータは、クロックスイッチ４３０
、チャージポンプ４１０、クロックデバイダ４４０、及び比較器４２０を含む。
【００２９】
　クロックスイッチ４３０は、クロック発生部ＣＬＫからクロックの入力を受けて、イン
バータ４５０を通じて伝達される第１クロックＣＬＫ１と第２クロックＣＬＫ２によって
クロック発生部ＣＬＫから発生されるクロックを調節する。
【００３０】
　チャージポンプ４１０は、第１クロックＣＬＫ１と第２クロックＣＬＫ２に同期してコ
ンデンサーに電荷を充電して入力電圧より高い電圧または低い電圧を生成する手段で、チ
ャージポンプ４１０によって生成された電圧を出力して各駆動部に伝達する。チャージポ
ンプ４１０の回路と動作は当業者に知られたもので以下詳しい説明は略する。
【００３１】
　クロックデバイダ４４０は、クロック発生部ＣＬＫからクロックＣＬＫ、ＣＬＫＢを伝
達してクロックＣＬＫ、ＣＬＫＢを比較部４２０に伝達して比較部４２０が動作されるよ
うにする。
【００３２】
　比較器４２０は、クロックＣＬＫ、ＣＬＫＢによって同期してチャージポンプ４１０の
出力端から入力電圧Ｖｉｎの伝達を受けて参照電圧源を通じて参照電圧ｒｅｆの伝達を受
けて参照電圧ｒｅｆと入力電圧Ｖｉｎに比較し、比較された信号をインバータ４５０を通
じてクロックスイッチ４３０に伝達してクロックスイッチ４３０が第１クロックＣＬＫ１
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と第２クロックＣＬＫ２によって動作するようにしてチャージポンプが第１クロックＣＬ
Ｋ１と第２クロックＣＬＫ２に対応して出力電圧を調節させる。
【００３３】
　図５は、図４に示されたＤＣ－ＤＣコンバータで採用された比較器の第１実施例を示す
回路図である。図５において、比較器４２０は入力部と第１ないし第３インバータを具備
し、第１ないし第３インバータは、図１に示された比較器と同じ役目を遂行する。すなわ
ち、図５を参照して説明すれば、第１インバータは、ＰＭＯＳトランジスタである第１ト
ランジスタＭ１１とＮＭＯＳトランジスタである第２トランジスタＭ１２を具備して第１
電源Ｖｄｄが第１トランジスタＭ１１のソースに連結されてハイレベルの電圧を出力し、
第２トランジスタＭ１２はソースが接地ＧＮＤに連結されてローレベルの電圧を出力する
。そして、第１ノードＮ１１を通じて第１キャパシタＣ１１と第３スイッチＳＷ１３が連
結される。
【００３４】
　第２インバータは、ＰＭＯＳトランジスタである第３トランジスタＭ１３とＮＭＯＳト
ランジスタである第４トランジスタＭ１４を具備して第１電源Ｖｄｄが第３トランジスタ
Ｍ１３のソースに連結されてハイレベルの電圧を出力し、第４トランジスタＭ１４のソー
スに接地が連結されてローレベルの電圧を出力する。そして、第２インバータは第２キャ
パシタＣ１２を通じて第１インバータと連結されて第２ノードＮ１２を通じて第２キャパ
シタＣ１２、第４スイッチＳＷ１４、第３及び第４トランジスタＭ１３及びＭ１４のソー
スが連結される。
【００３５】
　第３インバータは、ＰＭＯＳトランジスタである第５トランジスタＭ１５とＮＭＯＳト
ランジスタである第６トランジスタＭ１６を具備して第１電源Ｖｄｄが第５トランジスタ
Ｍ１５のソースに連結されてハイレベルの電圧を出力して第６トランジスタＭ１６のソー
スに接地が連結されてローレベルの電圧を出力する。
【００３６】
　また、第３ノードＮ１３で第５スイッチＳＷ１５と接続され、第５スイッチＳＷ１５第
２インバータ及びキャパシタＣ１３に接続されている。
【００３７】
　一方、入力部は入力電圧Ｖｉｎが第１スイッチＳＷ１１を通じて第１キャパシタＣ１１
と連結され、参照電圧Ｖｒｅｆは第２及び第６スイッチＳＷ１２、ＳＷ１６を通じて第１
キャパシタＣ１１に連結される。また、参照電圧Ｖｒｅｆは第２スイッチＳＷ１２と第６
スイッチＳＷ１６のスイッチング動作によって第３キャパシタＣ１３に充電される。
【００３８】
　そして、第３キャパシタＣ１３は、第１電極は第２スイッチＳＷ１２に連結されて、第
２電極は第２インバータの出力端、すなわち第４スイッチＳＷ１４と第５スイッチＳＷ１
５の間に連結されて第２インバータの出力端に通じて伝達される電圧の伝達を受けて第１
インバータに入力される電圧を調節させる。
【００３９】
　そして、図２に示されたような信号が入力されて第１制御信号Ｐ１によって第１スイッ
チＳＷ１１、第２スイッチＳＷ１２、第３スイッチＳＷ１３及び第４スイッチＳＷ１４が
スイッチング動作を遂行し、第２制御信号Ｐ２によって第５及び６スイッチＳＷ１５、Ｓ
Ｗ１６がスイッチング動作を遂行する。
【００４０】
　そして、図２に示されたように信号が入力されれば、まず、第１制御信号Ｐ１によって
第１スイッチＳＷ１１、第２スイッチＳＷ１２、第３スイッチＳＷ１３及び第４スイッチ
ＳＷ１４がオン状態になって、第２制御信号Ｐ２によって第５及び６スイッチＳＷ５２、
ＳＷ１６がオフ状態になれば、第１キャパシタＣ１１には入力電圧Ｖｉｎが入力され、第
３キャパシタＣ１３には参照電圧Ｖｒｅｆが伝達される。
【００４１】
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　その後、第１制御信号Ｐ１によって第１スイッチＳＷ１１、第２スイッチＳＷ１２、第
３スイッチＳＷ１３及び第４スイッチＳＷ１４がオン状態になって、第２制御信号Ｐ２に
よって第５及び６スイッチＳＷ１５、ＳＷ１６がオフ状態になれば、第１キャパシタＣ１
１は第３キャパシタＣ１３に保存されている電圧が伝達される。この時、第３キャパシタ
Ｃ１３は第２インバータの出力端と連結されて第３キャパシタＣ１３に保存される電圧は
参照電圧と第２インバータの出力端から出力される電圧に対応して保存される。すなわち
、第３キャパシタＣ１３によって第２インバータの出力端から出力される電圧が負帰還（
Ｆｅｅｄ　ｂａｃｋ）になって第１インバータに入力される電圧が調節される。
【００４２】
　したがって、第１キャパシタＣ１１に保存されている電圧が第３キャパシタＣ１３によ
って負帰還されて第１キャパシタＣ１１を通じて第１インバータで伝達される入力電圧Ｖ
ｉｎと参照電圧Ｖｒｅｆの差が調節され、第３インバータを通じて出力される出力電圧の
変動幅がさらに大きくなって信号の応答特性がよくなる。
【００４３】
　図６は、図４に示されたＤＣ－ＤＣコンバータに採用された比較器の第２実施例を示す
回路図で、図７は図４に示されたＤＣ－ＤＣコンバータに採用された比較器の第３実施例
を示す回路図である。
【００４４】
　図６を参照して説明すれば、図５に示された比較器との差は、図６の場合、第１スイッ
チＳＷ２１と第１キャパシタＣ２１の間に第４キャパシタＣ２４を具備させることである
。第４キャパシタＣ２４は、第１キャパシタＣ２１と並列で連結されて初期の負帰還動作
を安定化させる。
【００４５】
　図７を参照して説明すれば、図７の場合、第１トランジスタＭ３１と第２トランジスタ
Ｍ３２のゲートに第４キャパシタＣ３４が連結されているようにすることで、図６に示さ
れた第４キャパシタＣ２４と同じ動作を遂行して負帰還動作を安定化させる。
【００４６】
　以上添付した図面を参照して本発明について詳細に説明したが、これは例示的なものに
過ぎず、当該技術分野における通常の知識を有する者であれば、多様な変形及び均等な他
の実施形態が可能であるということを理解することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】従来の技術による比較器を示す回路図である。
【図２】図１に示された回路の入出力波形を示す波形図である。
【図３】本発明による有機発光表示装置の構造を示す構造図である。
【図４】図３に示された有機発光表示装置に採用されたＤＣ－ＤＣコンバータの構造図で
ある。
【図５】図４に示されたＤＣ－ＤＣコンバータに採用された比較器の第１実施例を示す回
路図である。
【図６】図４に示されたＤＣ－ＤＣコンバータに採用された比較器の第２実施例を示す回
路図である。
【図７】図４に示されたＤＣ－ＤＣコンバータに採用された比較器の第３実施例を示す回
路図である。
【符号の説明】
【００４８】
１００…画素部、
１１０…画素、
２００…データ駆動部、
３００…走査駆動部、
４００…ＤＣ－ＤＣコンバータ、
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４１０…チャージポンプ、
４２０…比較器、
４３０…クロックスイッチ、
４４０…クロックデバイダ。

【図１】

【図２】

【図３】

【図５】
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端的反馈电压的电压输入单元进行操作放大器单元，包括一个反相器
M11〜M16，用于调节所述电压传送到放大器和传递到输入单元，并产
生一反馈电压与来自放大器输出的电压被传输的结果的负反馈部分输出
单元输出接收和输出放大单元的输出。 点域5
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